
4よしかわ議会だより

多
様
な
働
き
方
に
つ
い
て

現
状
認
識
と
課
題
解
決
を

妹
尾　

百
合
子

問　

就
労
を
希
望
し
な
が
ら
そ
の
実

現
が
困
難
な
環
境
に
あ
る
市
民
（
女

性
、
シ
ニ
ア
、
障
が
い
者
な
ど
）
へ

の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。
①
現
状

認
識
は
。
②
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。
③
旧
庁
舎
跡
地
を
福
祉

の
拠
点
と
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
中

で
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
場
と

な
る
事
も
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
④

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
が
課
題
解

決
の
手
法
の
一
つ
と
考
え
る
。
如
何

か
。
⑤
市
内
公
共
施
設
に
お
け
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
（W

i-F
i

、
電
源
等
）

の
設
置
を
要
望
す
る
が
見
解
は
。

答
産
業
振
興
部
長　

①
今
後
も
労
働

力
不
足
が
深
刻
化
す
る
と
見
込
ま
れ

る
中
、
国
や
県
に
お
い
て
も
推
進
し

て
い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
が
当
市

に
お
い
て
も
必
要
性
が
高
ま
る
と
認

識
し
て
い
る
。
②
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
テ
レ
ワ
ー

ク
実
践
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
④
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
時
間
や

場
所
を
有
効
に
活
用
し
柔
軟
な
働
き

方
を
可
能
に
す
る
も
の
な
の
で
、
市

民
が
働
き
方
の
一
つ
と
し
て
選
択
出

来
る
よ
う
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

⑤
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

③
平
成
31
年

度
か
ら
庁
内
に
お
い
て
具
体
的
な
検

討
作
業
を
開
始
し
た
い
。
作
業
に
あ

た
っ
て
は
、
行
政
課
題
を
精
査
す
る

と
と
も
に
、
当
事
者
の
方
々
か
ら
具

体
的
に
意
見
を
伺
い
た
い
。

吉
川
市
の
教
育
大
綱
と

総
合
教
育
会
議
に
つ
い
て
伺
う

濱
田　

美
弥

問　

文
部
科
学
省
か
ら
平
成
27
年
に

示
さ
れ
た
「
教
育
大
綱
策
定
」
に
つ

い
て
会
派
で
自
主
学
習
会
を
開
催
し
、

こ
の
学
習
会
で
「
教
育
大
綱
」
と
は

教
育
委
員
会
と
市
長
部
局
が
連
携
し

て
行
う
事
務
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
か
の
指
針
の
こ
と
で
、
吉
川
市

独
自
の
「
教
育
大
綱
」
と
し
て
作
ら

れ
た
も
の
は
、
教
育
大
綱
で
は
な
く

市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
「
教

育
理
念
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。「
理
念
」
で
あ
れ
ば
、
教
育

の
中
立
性
か
ら
鑑
み
て
「
市
長
」
と

い
う
政
治
家
の
「
理
念
」
を
教
育
に

介
入
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

一
旦
取
り
下
げ
、
新
た
に
策
定
す
べ

き
で
す
が
、
市
の
お
考
え
を
お
示
し

下
さ
い
。「
教
育
委
員
会
」
は
政
治

的
中
立
を
守
る
た
め
に
防
波
堤
と
な

る
べ
き
で
す
。
今
後
の
あ
り
方
を
お

示
し
下
さ
い
。

答
教
育
長　

教
育
委
員
会
と
は
、
政

治
的
な
介
入
が
許
さ
れ
な
い
独
立
し

た
組
織
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
通
り
山
積
す
る
教
育
課
題
に

対
応
し
て
参
り
ま
す
。

答
教
育
部
長　

教
育
委
員
の
皆
様
や

有
識
者
と
意
見
交
換
を
重
ね
策
定
し

た
も
の
で
、
市
長
が
代
表
質
問
で
降

旗
代
表
に
お
答
え
し
た
通
り
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
文
章
の
中
に

ま
で
地
域
性
を
含
め
る
こ
と
は
必
要

で
は
な
く
、「
吉
川
独
自
」
の
考
え

方
で
一
文
に
す
る
、
シ
ン
プ
ル
に
す

る
、
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ス
リ
ー
デ
イ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
の
充
実
と
若
者
支
援
充
実
を

五
十
嵐　

惠
千
子

問　

①
益
々
重
要
な
当
事
業
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

②
当
事
業
の
実
施
を
契
機
に
、
教
育

と
福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
「
若
者
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
を
。

答
教
育
部
長　

①
職
場
体
験
の
実
践

が
経
験
の
み
に
終
わ
り
本
来
の
機
能

が
充
分
に
果
た
さ
れ
な
い
傾
向
も
見

受
け
ら
れ
る
。
事
業
の
ね
ら
い
や
目

的
を
明
確
に
し
、
質
的
向
上
を
図
る
。

答
市
長　

②
義
務
教
育
が
終
わ
っ
た

後
の
子
ど
も
達
や
青
年
へ
の
支
援
は

何
処
の
自
治
体
も
薄
い
と
感
じ
て
い

る
。
当
市
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
不

登
校
・
引
き
こ
も
り
対
策
も
始
ま
る

の
で
、
し
っ
か
り
進
め
て
行
き
た
い
。

◆
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
実
施
を

問　

以
前
提
案
し
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク

に
繋
が
る
重
要
な
当
活
動
は
、
家
庭

な
ど
で
余
っ
て
い
る
食
べ
物
を
学
校

や
職
場
な
ど
に
持
ち
寄
り
、
そ
れ
ら

を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
に
寄
付
す
る

活
動
で
す
。
実
施
へ
の
見
解
を
伺
う
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

今
後
、
関
係

す
る
団
体
へ
声
掛
け
し
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
計
画
に
基
づ
き
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
を
含
め
た
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク

等
取
り
組
み
の
促
進
」
を
図
る
。

◆
安
全
な
橋
梁
の
維
持
・
改
善
を

問　

吉
川
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
の
進
捗
状
況
と
危
険
橋
梁
改
善
を
。

答
都
市
整
備
部
長　

当
市
、
１
７
３

橋
梁
を
点
検
し
16
橋
梁
で
修
繕
実
施
。

日
本
人
と
外
国
人
の

婚
姻
等
届
け
出
に
つ
い
て

小
野　

潔

問　

日
本
人
と
外
国
籍
の
方
と
の
婚

姻
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
窓
口
対
応

も
煩
雑
化
、
多
様
化
し
て
い
る
。
婚

姻
で
は
、
様
々
な
国
籍
の
方
の
応
対

が
必
要
。
①
国
際
結
婚
の
こ
こ
数
年

の
推
移
は
、
ま
た
主
な
外
国
籍
の
方

は
。
②
在
日
大
使
館
、
領
事
館
で
婚

姻
要
件
具
備
証
明
書
で
す
む
国
、
出

生
証
明
書
、
独
身
証
明
書
を
本
国
か

ら
の
取
り
寄
せ
で
す
む
国
、
本
国
ま

で
行
っ
て
取
得
す
る
戸
籍
謄
本
が
必

要
な
国
が
あ
る
が
、
本
国
ま
で
行
く

主
な
国
は
。
③
５
人
で
窓
口
対
応
を

し
て
い
る
が
、
１
人
専
門
的
に
対
応

す
る
職
員
を
養
成
、
配
置
し
て
は
。

答
総
務
部
長　

①
28
年
20
件
、
29
年

19
件
、
30
年
27
件
、
主
な
国
は
中
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
②
台
湾
な
ど
③

丁
寧
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
。

問　

現
年
度
分
課
税
徴
収
は
そ
の
年

度
内
に
督
促
、
催
告
、
差
し
押
さ
え

と
な
る
。
三
郷
市
で
は
、
督
促
後
、

電
話
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
等
を
送
る
納
付
呼
び

か
け
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
。

当
市
で
の
導
入
は
。

答
総
務
部
長　

研
究
す
る
。

問　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
見
守

る
際
、
警
察
を
呼
び
、
窓
を
割
っ
て

安
否
確
認
を
す
る
事
態
が
起
こ
り
親

族
の
了
解
を
得
る
必
要
が
生
じ
た
時
、

緊
急
連
絡
先
等
市
の
保
有
す
る
個
人

情
報
の
活
用
は
出
来
る
の
か
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

生
命
に
関
わ

る
や
む
を
得
な
い
時
は
活
用
す
る
。

農
地
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

市
の
支
援
策
は

松
﨑　

誠

問　

農
道
や
農
業
用
水
路
の
点
検
、

簡
易
な
補
修
な
ど
維
持
管
理
は
各
地

区
の
関
係
者
の
皆
様
に
よ
っ
て
管
理

さ
れ
て
い
る
が
今
後
、
関
係
農
家
だ

け
に
維
持
管
理
を
任
せ
る
こ
と
が
困

難
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
維
持
管

理
に
つ
い
て
行
政
の
支
援
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
産
業
振
興
部
長　

水
路
や
農
道
の

維
持
管
理
は
地
域
の
農
事
組
合
が
主

体
と
な
り
行
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

一
部
地
域
か
ら
高
齢
化
に
よ
り
活
動

が
困
難
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
活
用
を

促
し
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

市
街
化
調
整
区
域
の
市
道
の
舗

装
整
備
を
ど
う
進
め
、
要
望
者
へ
の

対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答
都
市
整
備
部
長　

窓
口
や
電
話
に

お
い
て
、
多
数
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
て
、
通
行
に
支
障
を
期
さ
な
い

よ
う
危
険
性
や
緊
急
性
の
高
い
個
所

か
ら
優
先
的
に
、
対
応
を
行
う
方
針

を
要
望
者
に
伝
え
、
維
持
補
修
や
道

路
改
良
の
実
施
に
努
め
て
い
ま
す
。

問　

松
高
地
区
に
あ
る
資
材
置
き
場
。

現
在
、
資
材
置
き
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
土
地
以
外
に
市
道
に
も
車

両
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
状
の

把
握
と
今
後
の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

答
都
市
整
備
部
長　

平
成
31
年
度
当

初
予
算
に
用
地
測
量
委
託
料
を
計
上

さ
せ
て
頂
き
、
適
正
な
道
路
環
境
が

保
て
る
よ
う
地
権
者
と
交
渉
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

本会議録画配信は
こちらから↓

答
え
て
市
長
！

一
般
質
問

　

今
定
例
会
で
は
、
16
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市

の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
質
問
者
が
要
約

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
議
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
立
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す

が
、
今
定
例
会
の
会
議
録
の
提
供
は
６
月
上
旬
と
な
る
予
定
で
す
。


